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特  集
２
０
２
６
年
２
月
に
始
ま
っ
た
米
国
、
イ
ス
ラ
エ
ル
と
イ
ラ
ン
の
軍

事
衝
突
は
、
中
東
全
域
に
戦
火
を
広
げ
、
イ
ラ
ン
が
エ
ネ
ル
ギ
ー
輸

送
の
動
脈
で
あ
る
ホ
ル
ム
ズ
海
峡
を
封
鎖
し
た
こ
と
で
原
油
や
液
化

天
然
ガ
ス（
Ｌ
Ｎ
Ｇ
）の
大
規
模
な
供
給
途
絶
が
発
生
し
た
。

衝
突
は
半
年
が
経
過
し
て
も
終
息
の
道
筋
が
見
え
な
い
。
停
戦
が

実
現
し
て
も
ペ
ル
シ
ャ
湾
を
め
ぐ
る
対
立
の
火
種
は
く
す
ぶ
り
続
け
る

だ
ろ
う【
図
１
】。
中
東
発
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
危
機
は
消
費
国
に
エ
ネ
ル

ギ
ー
政
策
の
見
直
し
を
迫
り
、
こ
の
地
域
に
原
油
輸
入
の
９
割
超
を

依
存
す
る
日
本
も
戦
略
の
再
構
築
が
避
け
ら
れ
な
い
。

ペ
ル
シ
ャ
湾
の
出
入
口
に
あ
た
る
ホ
ル
ム
ズ
海
峡
は
最
も
狭
い
場
所

で
30
km
ほ
ど
し
か
な
い
。
こ
こ
を
毎
日
、
世
界
需
要
の
２
割
に
相
当
す

る
２
０
０
０
万
バ
レ
ル
の
原
油
や
石
油
製
品
が
通
過
す
る
。
海
峡
が
封

鎖
さ
れ
れ
ば
世
界
経
済
は
大
混
乱
す
る
。
消
費
国
は
危
険
を
認
識
し
な

が
ら
、「
イ
ラ
ン
が
封
鎖
す
る
こ
と
は
あ
る
ま
い
」と
高
を
く
く
っ
て
き

た
。
海
峡
の
北
側
に
位
置
す
る
イ
ラ
ン
自
体
が
産
油
国
で
あ
り
、
自
国

の
原
油
も
輸
出
で
き
な
く
な
る
行
動
は
取
ら
な
い
と
思
い
込
ん
で
い
た
。

し
か
し
、
思
い
込
み
は
裏
切
ら
れ
た
。
イ
ラ
ン
の
体
制
転
換
を
掲

げ
る
米
国
と
イ
ス
ラ
エ
ル
に
対
し
、
イ
ス
ラ
ム
革
命
体
制
の
存
続
が
か

か
る
イ
ラ
ン
は
海
峡
の
封
鎖
に
動
き
、
世
界
経
済
を
人
質
に
取
っ
た
。

か
つ
て
安
価
で
潤
沢
な
中
東
産
原
油
は
、
20
世
紀
の
成
長
を
も
た
ら

し
た
。
日
本
で
も
中
東
原
油
を
大
型
タ
ン
カ
ー
で
沿
海
部
の
コ
ン
ビ

イ
ラ
ン
軍
事
衝
突
は

イ
ラ
ン
軍
事
衝
突
は

2020
世
紀
の
成
長
モ
デ
ル
を
破
壊
し
た

世
紀
の
成
長
モ
デ
ル
を
破
壊
し
た

中東・エネルギー危機の行方と
日本のエネルギー戦略

　米国、イスラエルとイランの軍事衝突により、世界需要の約2割に相当する日量2,000万バレル規模の
原油や石油製品（ナフサなど）、肥料原料といった世界の重要物資が通過するホルムズ海峡の実質封鎖が
続いています。中東産の供給停滞が長引く中、供給不足を補ってきた頼みの米国からの輸出が失速する
懸念などから原油相場が押し上げられつつあります。
　これら地政学リスクや変動する国際エネルギー情勢を踏まえ、エネルギーの安全保障や安定供給確保
に向けて、日本はどのようなエネルギー戦略を構築していくべきか。日本経済新聞社でエネルギー問題、
中東・アフリカ情勢などを担当し、中東現地駐在や政府、エネルギー業界への取材を重ねてきた著者が、
日本が歩むべきエネルギー戦略について詳細に解説します。

日本経済新聞社 特別編集委員　松
まつ

尾
お

 博
ひろ

文
ふみ

氏   

軍事衝突は中東全域に広がった

イラン

ペルシャ湾

紅海

イスラエル

ホルムズ海峡スエズ運河

中東をとりまくエネルギー輸送の3つのチョークポイント

バベルマンデブ海峡

出典：公開情報をもとに筆者作成

【図1】
ナ
ー
ト
に
次
々
と
運
び
込
む
こ
と
に
よ
り
戦
後
の
高
度
成
長
を
下
支

え
し
た
。

今
回
の
イ
ラ
ン
軍
事
衝
突
が
突
き
つ
け
た
の
は
、
こ
う
し
た
中
東

産
の
原
油
や
Ｌ
Ｎ
Ｇ
に
依
存
す
る
20
世
紀
の
経
済
成
長
モ
デ
ル
が
、

危
う
い
地
政
学
バ
ラ
ン
ス
の
上
に
成
り
立
っ
て
い
た
と
い
う
現
実
だ
っ



　　0607　　ひろば　538 号

た
。
加
え
て
原
油
や
Ｌ
Ｎ
Ｇ
に
と
ど
ま
ら
ず
、
多
様
な
産
業
基
礎
原

料
を
ペ
ル
シ
ャ
湾
地
域
に
依
存
し
て
い
る
実
態
を
目
の
当
た
り
に
す
る

こ
と
に
な
っ
た
。

石
油
化
学
原
料
と
な
る
ナ
フ
サ
や
半
導
体
生
産
や
医
療
機
器
に
欠

か
せ
な
い
ヘ
リ
ウ
ム
、
肥
料
に
使
う
硫
黄
や
尿
素
な
ど
多
様
な
物
資

の
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン（
供
給
網
）が
滞
り
、
日
本
に
お
い
て
も
広
範
囲

に
わ
た
る
供
給
網
の「
目
詰
ま
り
」が
生
じ
た【
図
２
】。

歴
史
を
振
り
返
れ
ば
、
１
９
４
５
年
２
月
、
第
２
次
世
界
大
戦
後

の
世
界
秩
序
を
方
向
づ
け
た
ヤ
ル
タ
会
談
に
出
席
し
た
ル
ー
ズ
ベ
ル

ト
米
大
統
領
は
米
国
へ
の
帰
路
、
エ
ジ
プ
ト
に
立
ち
寄
っ
た
。
ス
エ
ズ

運
河
に
浮
か
ぶ
米
艦
ク
イ
ン
シ
ー
に
サ
ウ
ジ
ア
ラ
ビ
ア
の
ア
ブ
ド
ル
ア

ジ
ズ
初
代
国
王
を
迎
え
た
会
談
で
、
米
国
へ
の
サ
ウ
ジ
ア
ラ
ビ
ア
産

原
油
の
安
定
供
給
の
代
わ
り
に
、
米
国
が
サ
ウ
ジ
ア
ラ
ビ
ア
の
安
全

保
障
を
引
き
受
け
る「
石
油
と
安
保
の
交
換
」を
確
認
し
た
。

戦
後
の
米
国
主
導
の
繁
栄
に
は
安
価
で
安
定
的
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
の

確
保
が
必
要
だ
っ
た
か
ら
こ
そ
、
ル
ー
ズ
ベ
ル
ト
大
統
領
は
い
ち
早
く

ア
ブ
ド
ル
ア
ジ
ズ
国
王
に
会
っ
た
。
以
降
、
米
国
や
日
本
を
含
む
同

盟
国
に
と
っ
て
、
ペ
ル
シ
ャ
湾
か
ら
の
原
油
輸
送
路
の
安
定
は「
核
心

的
利
益
」と
な
り
、
米
国
は
こ
の
地
域
に
深
く
関
与
し
て
き
た
。

し
か
し
、
21
世
紀
に
入
る
と
米
国
で
は
シ
ェ
ー
ル
革
命
に
よ
り
原

油
・
天
然
ガ
ス
の
生
産
量
が
急
拡
大
し
、
同
国
を
世
界
最
大
の
産
油

国
に
押
し
上
げ
た
。
中
東
原
油
の
位
置
づ
け
は
相
対
的
に
低
下
す
る

一
方
、
中
国
の
政
治
・
経
済
両
面
で
の
台
頭
に
伴
い
、
安
保
戦
略
の

軸
足
は
中
東
か
ら
ア
ジ
ア
へ
と
移
行
し
つ
つ
あ
っ
た
。

米
国
の
イ
ラ
ン
攻
撃
は
こ
う
し
た
潮
流
に
逆
行
す
る
。
ト
ラ
ン
プ

大
統
領
の
決
断
に
は
イ
ス
ラ
エ
ル
の
ネ
タ
ニ
ヤ
フ
首
相
の
働
き
か
け
が

あ
っ
た
と
さ
れ
る
。
同
国
は
イ
ラ
ン
を
国
家
存
立
の
最
大
の
脅
威
と

位
置
づ
け
る
。
２
０
２
３
年
10
月
の
パ
レ
ス
チ
ナ
の
イ
ス
ラ
ム
組
織
ハ

マ
ス
に
よ
る
イ
ス
ラ
エ
ル
へ
の
大
規
模
テ
ロ
以
降
、
レ
バ
ノ
ン
や
イ
エ

メ
ン
な
ど
中
東
各
地
の
親
イ
ラ
ン
勢
力
と
の
戦
闘
を
拡
大
し
て
き
た

ネ
タ
ニ
ヤ
フ
首
相
は
、
そ
の
背
後
に
い
る
イ
ラ
ン
を
打
倒
す
る
チ
ャ
ン

ス
だ
と
米
国
に
訴
え
た
と
い
う
。

し
か
し
、
ト
ラ
ン
プ
大
統
領
の
決
断
は
誤
算
が
続
い
た
。
ま
ず
、

最
初
の
攻
撃
で
イ
ラ
ン
の
最
高
指
導
者
ハ
メ
ネ
イ
師
を
殺
害
し
た
も

の
の
、
米
国
や
イ
ス
ラ
エ
ル
が
期
待
す
る
民
衆
の
蜂
起
や
体
制
転
換

は
起
き
な
か
っ
た
。
む
し
ろ
ハ
メ
ネ
イ
師
の
次
男
で
、
対
米
強
硬
派
と

さ
れ
る
モ
ジ
タ
バ
師
が
迅
速
に
後
継
者
に
選
出
さ
れ
、
同
師
を
支
え

る
革
命
防
衛
隊
の
存
在
感
が
増
し
た
。

さ
ら
に
イ
ラ
ン
は
ホ
ル
ム
ズ
海
峡
を
封
鎖
し
、
世
界
経
済
を
人
質

に
取
る
こ
と
に
成
功
し
た
。
４
、５
週
間
で
戦
闘
は
終
わ
る
と
の
楽
観

的
な
見
通
し
は
外
れ
、
衝
突
の
出
口
は
見
え
な
く
な
っ
た
。

ホ
ル
ム
ズ
海
峡
封
鎖
の
影
響
が
直
撃
し
た
の
は
ア
ジ
ア
だ
っ
た
。

海
峡
を
抜
け
て
送
り
出
さ
れ
る
原
油
、
Ｌ
Ｎ
Ｇ
の
８
割
は
ア
ジ
ア
に

向
か
う
か
ら
だ【
図
３
】。

国
際
エ
ネ
ル
ギ
ー
機
関（
Ｉ
Ｅ
Ａ
）は
軍
事
衝
突
が
始
ま
っ
て
間
も

な
い
２
０
２
６
年
３
月
、
４
億
２
６
０
０
万
バ
レ
ル
の
石
油
備
蓄
放
出

を
決
め
た
。
加
盟
32
カ
国
の
全
会
一
致
に
よ
る
決
定
で
、
Ｉ
Ｅ
Ａ
に
よ

ペルシャ湾は産業の基礎原料を供給する集積地だ

出典：2026年３月19日付日本経済新聞（国際エネルギー機関（IEA）、米地質調査所（USGS）、英CRUグループなどの情報をもとに作成）

品目（主な用途）

石油（原燃料）

液化天然ガス（燃料）

ナフサ（石油化学原料）

ヘリウム（半導体生産や医療機器）

硫黄（肥料や電池）

尿素（肥料）

海上貿易量の2～3割がホルムズ海峡通過

海上貿易量の2割がホルムズ海峡通過

輸出全体の約4割が中東湾岸産

生産量全体の3～4割がカタール産

輸出の4～5割が中東湾岸産

輸出の3～4割が中東湾岸産

世界市場における重要度

ホルムズ海峡を通過する石油の８割はアジア向け

出典：国際エネルギー機関（IEA）Strait of Hormuz factsheet［2026年2月］

0 500 1000 1500 2000
（万バレル／日）

原油、石油製品の合計（2025年）

中国 インド その他アジア 米欧
アフリカ

1650万バレル／日（83%）

【図2】【図3】

ホ
ル
ム
ズ
危
機
は
ア
ジ
ア
を
直
撃
し
た

ホ
ル
ム
ズ
危
機
は
ア
ジ
ア
を
直
撃
し
た
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る
備
蓄
放
出
で
は
過
去
最
大
と
な
る
。
こ
の
う
ち
、
米
国
と
日
本
の
放

出
量
は
２
億
５
０
０
０
万
バ
レ
ル
と
全
体
の
約
６
割
を
占
め
る
。

軍
事
衝
突
に
よ
り
原
油
価
格
は
上
昇
し
た
。
米
指
標
原
油（
W
T
I
）

は
一
時
、
１
バ
レ
ル
１
１
０
ド
ル
を
超
え
た
。
し
か
し
、
Ｉ
Ｅ
Ａ
の

フ
ァ
テ
ィ
・
ビ
ロ
ル
事
務
局
長
が「
エ
ネ
ル
ギ
ー
危
機
の
深
刻
さ
は
過

去
の
危
機
と
ま
っ
た
く
違
う
」と
危
機
感
を
あ
ら
わ
に
し
た
割
に
、
価

格
の
上
昇
は
予
想
外
に
小
幅
に
と
ど
ま
っ
た
。

石
油
備
蓄
の
大
規
模
放
出
が
迅
速
に
決
ま
り
、
供
給
不
足
の
軽
減

に
効
果
が
あ
っ
た
こ
と
が
理
由
の
ひ
と
つ
だ
と
考
え
ら
れ
る
。
Ｉ
Ｅ
Ａ

は
１
９
７
３
年
の
第
一
次
石
油
危
機
を
受
け
て
創
設
さ
れ
た
消
費
国

の
集
ま
り
だ
。
備
蓄
制
度
を
創
設
し
、
日
本
に
お
い
て
も
国
家
備
蓄

や
民
間
備
蓄
な
ど
合
計
２
５
０
日
分
以
上
の
備
蓄
が
パ
ニ
ッ
ク
回
避

に
功
を
奏
し
た
。

た
だ
し
、
経
済
成
長
が
続
く
ア
ジ
ア
は
エ
ネ
ル
ギ
ー
需
要
が
拡
大

す
る
一
方
、
石
油
備
蓄
制
度
が
不
十
分
な
国
も
多
く
、
中
東
へ
の
輸

入
依
存
度
も
高
い
。

中
東
原
油
に
輸
入
の
９
割
超
を
依
存
す
る
フ
ィ
リ
ピ
ン
は
軍
事
衝

突
に
伴
い
、「
国
家
エ
ネ
ル
ギ
ー
非
常
事
態
」を
宣
言
し
た
。
ベ
ト
ナ
ム

は
ガ
ソ
リ
ン
価
格
を
４
割
引
き
上
げ
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
は
在
宅
勤
務

の
奨
励
や
公
用
車
の
利
用
削
減
な
ど
公
務
員
に
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
求

め
る
な
ど
、
各
国
が
対
応
に
追
わ
れ
た【
図
４
】。

２
０
２
２
年
２
月
の
ロ
シ
ア
に
よ
る
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
略
は
、
原
油
の

３
割
、
天
然
ガ
ス
の
４
割
を
ロ
シ
ア
に
依
存
し
て
き
た
欧
州
を
起
点
に
、

原
油
や
天
然
ガ
ス
、
石
炭
、
こ
れ
ら
を
燃
料
と
す
る
電
力
な
ど
す
べ
て

の
価
格
が
上
が
る
世
界
同
時
多
発
エ
ネ
ル
ギ
ー
危
機
を
誘
発
し
た
。

そ
れ
ま
で
世
界
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
は
温
暖
化
対
策
の
国
際
枠
組

み
で
あ
る
パ
リ
協
定
と
、
国
連
気
候
変
動
枠
組
条
約
締
約
国
会
議（
Ｃ

Ｏ
Ｐ
）の
場
を
通
じ
て
、
気
候
変
動
対
策
を
重
視
す
る
潮
流
が
加
速
し

て
い
た
。
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
略
は
エ
ネ
ル
ギ
ー
安
保
や
安
定
供
給
、
経
済

性
な
ど
の
視
点
を
欠
い
て
脱
炭
素
は
進
ま
な
い
こ
と
を
知
ら
し
め
た
。

一
方
、
人
工
知
能（
Ａ
Ｉ
）の
急
速
な
普
及
に
伴
い
、
増
大
す
る
電

力
を
ど
う
確
保
す
る
か
が
世
界
的
な
課
題
と
し
て
浮
上
し
て
い
る
。

こ
う
し
た
エ
ネ
ル
ギ
ー
利
用
構
造
の
変
化
の
さ
な
か
に
起
き
た
イ
ラ
ン

軍
事
衝
突
は
、
安
価
で
安
定
的
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
供
給
の
重
要
性
を
あ

ら
た
め
て
認
識
さ
せ
る
結
果
に
な
っ
た
。

ペ
ル
シ
ャ
湾
混
迷
の
長
期
化
は
消
費
国
に
脱
中
東
、
脱
石
油
を
迫

る
。
中
長
期
で
は
気
候
変
動
対
策
だ
け
で
な
く
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
安
保

と
安
定
供
給
の
確
保
を
目
的
と
す
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
転
換
が
起
き
る
可

能
性
が
あ
る
。
こ
こ
で
そ
れ
ぞ
れ
の
圏
域
の
状
況
を
探
っ
て
み
る
。

【
ア
ジ
ア
】

ア
ジ
ア
で
は
原
油
、
Ｌ
Ｎ
Ｇ
不
足
へ
の
緊
急
対
策
と
し
て
石
炭
の

活
用
が
広
が
っ
た
。
タ
イ
は
休
止
中
の
石
炭
火
力
発
電
所
の
運
転
再

開
を
決
め
、
ベ
ト
ナ
ム
は
Ｌ
Ｎ
Ｇ
火
力
の
新
設
計
画
を
撤
回
し
た
。

ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
略
で
は
中
国
や
イ
ン
ド
が
Ｌ
Ｎ
Ｇ
輸
入
量
を
減
ら

す
一
方
、
中
国
、
イ
ン
ド
や
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
で
は
２
０
２
２
年
の
国
内

の
石
炭
生
産
量
が
前
年
比
10
％
超
増
え
た
。
こ
の
年
、
世
界
の
石
炭

生
産
量
は
７・
９
％
増
と
、
2
0
2
1
年
ま
で
の
10
年
間
の
平
均
０
・

８
％
増
を
大
き
く
上
回
っ
た
。

そ
の
後
も
石
炭
生
産
量
は
増
加
を
続
け
、
温
室
効
果
ガ
ス
の
排
出

量
は
過
去
最
高
を
更
新
し
続
け
て
い
る
。
パ
リ
協
定
は
産
業
革
命
前

か
ら
の
気
温
上
昇
を
１・５
℃
以
内
に
抑
え
る
目
標
を
掲
げ
る
。
実
現

に
は
温
室
効
果
ガ
ス
の
排
出
量
が
多
い
ア
ジ
ア
の
削
減
が
不
可
欠
だ

が
、
現
実
は
逆
行
が
続
く
。

イ
ラ
ン
軍
事
衝
突
も
同
様
の
こ
と
を
再
燃
さ
せ
か
ね
な
い
。
欧
州

の
調
査
会
社
ラ
イ
ス
タ
ッ
ド
・
エ
ナ
ジ
ー
は
２
０
２
６
年
に
Ｌ
Ｎ
Ｇ

が
３
５
０
０
万
ｔ
不
足
す
る
一
方
、
ア
ジ
ア
の
石
炭
消
費
は
軍
事
衝

突
が
な
か
っ
た
場
合
と
比
べ
て
７
０
０
０
万
ｔ
増
え
る
と
予
測
す
る
。

２
０
３
０
年
ま
で
の
５
年
で
は
１
億
５
０
０
０
万
ｔ
増
え
る
と
し
て

い
る
。

地
政
学
リ
ス
ク
に
左
右
さ
れ
る
石
油
や
Ｌ
Ｎ
Ｇ
に
代
わ
り
、
中
東

依
存
度
の
低
減
や
安
定
供
給
の
観
点
か
ら
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー（
以

下
、
再
エ
ネ
）や
電
気
自
動
車（
Ｅ
Ｖ
）へ
の
シ
フ
ト
も
選
択
肢
と
な
る

だ
ろ
う
。

I
E
A
に
よ
れ
ば
、
原
油
価
格
の
上
昇
に
よ
り
ガ
ソ
リ
ン
車
と
の

維
持
コ
ス
ト
が
縮
小
し
た
結
果
、
2
0
2
6
年
4
〜
6
月
期
の
世
界

の
Ｅ
Ｖ
販
売
は
1
〜
3
月
期
比
35
％
増
加
し
、
50
カ
国
で
四
半
期
販

売
の
最
大
を
記
録
し
た
。

太
陽
光
や
風
力
な
ど
再
エ
ネ
の
導
入
機
運
も
増
す
。
中
国
が
フ
ィ

リ
ピ
ン
向
け
に
輸
出
し
た
太
陽
光
発
電
パ
ネ
ル
は
、
３
、４
月
の
２
カ

月
だ
け
で
３
０
０
万
kW
分
と
な
り
、
２
０
２
５
年
の
同
国
向
け
輸
出

の
過
半
に
相
当
す
る
。

た
だ
し
、
ア
ジ
ア
の
電
源
に
占
め
る
石
炭
火
力
の
比
率
は
５
割
を

安
定
供
給
第
一
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
転
換

安
定
供
給
第
一
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
転
換

ホルムズ海峡の封鎖はアジアを直撃した
東南アジアの主な中東原油依存度

出典：2026年3月25日 日本経済新聞電子版（各国統計や報道を基に作成）

ベトナム 80％
ガソリン価格を40％
超値上げ。首相が特別
作業班を設置

インドネシア 25％
公務員に週1日在宅勤務を
導入し燃料消費を削減

フィリピン 95％
「エネルギー非常事態」を
宣言。長期的な省エネ対策
の検討を指示

タイ 58％
石油を原則禁輸

【図4】
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占
め
る
。
電
力
消
費
の
大
き
い
中
国
は
６
割
程
度
、
イ
ン
ド
は
７
割

程
度
が
石
炭
火
力
だ
。
こ
れ
ら
が
急
速
に
再
エ
ネ
に
置
き
換
わ
る
こ

と
は
難
し
く
、
Ｅ
Ｖ
が
増
え
て
も
走
行
に
必
要
と
な
る
電
力
は
石
炭

火
力
で
賄
わ
ざ
る
を
得
な
い
。

【
米
国
】

イ
ラ
ン
と
の
武
力
衝
突
を
め
ぐ
る
誤
算
は
ト
ラ
ン
プ
大
統
領
の
大

き
な
政
治
的
失
点
に
な
っ
た
。
し
か
し
、
ペ
ル
シ
ャ
湾
の
機
能
不
全
は

原
油
と
Ｌ
Ｎ
Ｇ
の
い
ず
れ
で
も
世
界
最
大
の
生
産
量
を
持
つ
エ
ネ
ル

ギ
ー
供
給
国
と
し
て
の
立
場
を
強
め
る
こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
。

ト
ラ
ン
プ
氏
は
２
期
目
の
大
統
領
就
任
の
際
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
市
場

に
お
け
る
影
響
力
を
米
国
へ
の
投
資
を
促
し
、
敵
対
国
へ
の
圧
力
に

使
う「
エ
ネ
ル
ギ
ー
ド
ミ
ナ
ン
ス
」を
掲
げ
た
。

脱
中
東
を
志
向
す
る
消
費
国
に
は
、
米
国
は
代
替
調
達
先
の
筆
頭

だ
。
日
本
に
と
っ
て
同
盟
国
で
あ
る
米
国
か
ら
の
調
達
拡
大
は
望
ま

し
い
選
択
だ
が
、
過
度
の
米
国
依
存
は〝
ト
ラ
ン
プ
後
〟の
米
政
治
の

行
方
次
第
で
変
化
す
る
政
策
変
更
リ
ス
ク
を
抱
え
る
。

【
中
国
】

ホ
ル
ム
ズ
海
峡
の
封
鎖
に
よ
り
大
規
模
な
供
給
途
絶
が
起
き
た
に
も

か
か
わ
ら
ず
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
危
機
が
深
刻
化
し
な
か
っ
た
理
由
と
し

て
、
需
要
サ
イ
ド
で
の
中
国
の
調
整
力
に
注
目
が
集
ま
っ
て
い
る
。

中
国
は
世
界
最
大
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
国
だ
が
、
軍
事
衝
突
後
、

開
戦
前
と
比
べ
て
日
量
５
０
０
万
バ
レ
ル
以
上
の
原
油
輸
入
を
政
策

主
導
で
減
ら
し
た
。
ホ
ル
ム
ズ
封
鎖
で
失
わ
れ
た
原
油
供
給
量
は
、

代
替
ル
ー
ト
経
由
を
除
く
と
、
日
量
約
１
３
０
０
万
バ
レ
ル
に
な
る
。

こ
の
約
４
割
に
相
当
す
る
量
を
中
国
が
輸
入
を
減
ら
し
た
結
果
、
世

第7次エネルギー基本計画が目指すもの

出典：経済産業省「第7次エネルギー基本計画／2040年度における需給の見通し（関連資料）」

1.00兆kWh

2022年度 （実績） 2040年度 （目標）

⑤
技
術
進
展

現行のエネルギー基本計画は2040年度に6~7割を
脱炭素電源（再エネ＋原発）で確保する目標を掲げる

エネルギー基本計画は脱炭素電源が計画通り増えない場合、
LNG火力で補うシナリオも用意した

発電電力量

1.1~1.2兆kWh

再エネ
21.8％

火力
72.6％

（億kWh）

再エネ

原子力

火力

④
革
新
技
術
拡
大

5,800

12,000

2,400

3,900
4,900
（45%）

2,200

3,800

10,800

①
再
エ
ネ
拡
大

5,800

11,500

2,300

3,400

②
水
素・

　新
燃
料
活
用

3,100

2,100

5,400

10,600

③
C
C
S
活
用

4,800

10,700

2,100

3,800
原子力 5.6%

4~5割程度

2割程度

3~4割程度

2040年度の電力供給（発電電力量）シナリオ

2040年度のLNG輸入量7,400万t
（23年度比2,000万t増）

【図5】

界
の
需
給
ひ
っ
迫
は
大
き
く
緩
和
し
た
。

石
油
輸
出
国
機
構（
Ｏ
Ｐ
Ｅ
Ｃ
）を
率
い
る
サ
ウ
ジ
ア
ラ
ビ
ア
は
、

潤
沢
な
余
剰
生
産
能
力
を
使
っ
て
自
在
に
生
産
量
を
増
減
さ
せ
る
こ

と
で「
ス
イ
ン
グ
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー（
生
産
調
整
者
）」と
し
て
市
場
に
君

臨
し
て
き
た
。

原
油
輸
入
を
政
策
的
に
減
ら
し
、
消
費
を
ほ
か
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
で

補
う
中
国
の
柔
軟
性
を
、
サ
ウ
ジ
ア
ラ
ビ
ア
と
対
比
さ
せ
て「
ス
イ
ン

グ
イ
ン
ポ
ー
タ
ー（
輸
入
調
整
者
）」と
呼
ぶ
見
方
が
浮
上
す
る
。

さ
ら
に
中
国
は
Ｅ
Ｖ
と
そ
の
搭
載
電
池
、
太
陽
光
発
電
パ
ネ
ル
、

風
力
発
電
機
な
ど
脱
炭
素
技
術
・
製
品
の
市
場
で
圧
倒
的
な
シ
ェ
ア

を
握
る
。
こ
れ
ら
の
製
品
を
生
産
す
る
た
め
に
必
要
と
な
る
レ
ア

ア
ー
ス
な
ど
の
重
要
鉱
物
も
支
配
す
る
。「
安
定
供
給
第
一
の
エ
ネ
ル

ギ
ー
転
換
」が
進
め
ば
、
消
費
国
の
中
国
依
存
が
増
し
、
同
国
の
影
響

力
が
拡
大
す
る
。

【
中
東
産
油
国
】

軍
事
衝
突
に
は
明
確
な
勝
者
が
い
な
い
が
、
サ
ウ
ジ
ア
ラ
ビ
ア
や

ア
ラ
ブ
首
長
国
連
邦（
Ｕ
Ａ
Ｅ
）な
ど
ア
ラ
ブ
の
湾
岸
産
油
国
は
明
ら

か
な
敗
者
だ
。
こ
れ
ら
の
国
々
は
ポ
ス
ト
石
油
の
時
代
を
に
ら
み
、

潤
沢
な
石
油
収
入
を
元
手
に
石
油
に
依
存
し
な
い
国
づ
く
り
に
邁
進

し
て
き
た
。
こ
れ
が
揺
ら
い
で
い
る
。

湾
岸
産
油
国
は
Ｕ
Ａ
Ｅ
の
ド
バ
イ
を
筆
頭
に
、
ヒ
ト
、
モ
ノ
、
カ
ネ

を
集
め
る
成
長
モ
デ
ル
を
築
い
て
き
た
。
し
か
し
、
イ
ラ
ン
は
ホ
ル
ム

ズ
海
峡
を
い
つ
で
も
人
質
に
で
き
る
自
信
を
得
た
。
軍
事
衝
突
で
牙
を

む
い
た
イ
ラ
ン
の
脅
威
が
続
く
か
ぎ
り
未
来
を
描
け
な
い
。
リ
ス
ク
が

あ
る
場
所
に
マ
ネ
ー
や
旅
行
者
は
集
ま
ら
な
い
。

湾
岸
産
油
国
は
成
長
の
軌
道
に
戻
る
た
め
に
、
米
国
や
イ
ス
ラ
エ

ル
と
組
ん
で
イ
ラ
ン
と
対
峙
す
る
の
か
、
イ
ラ
ン
と
い
う
巨
大
で
や
っ

か
い
な
隣
人
と
共
存
を
探
る
の
か
の
選
択
を
迫
ら
れ
る
。

軍
事
衝
突
は
安
保
を
米
国
に
委
ね
る
限
界
を
突
き
つ
け
た
。
米
国

を
頼
り
に
で
き
な
い
が
、
逃
げ
ら
れ
て
も
困
る
。
補
完
す
る
パ
ー
ト

ナ
ー
は
中
国
か
、
ロ
シ
ア
か
。
そ
れ
と
も
ト
ル
コ
や
パ
キ
ス
タ
ン
な
ど

の
地
域
大
国
か
。
新
た
な
秩
序
を
探
る
水
面
下
の
動
き
が
加
速
す
る

だ
ろ
う
。

日
本
も
戦
略
の
見
直
し
が
不
可
避
だ
。
日
本
は
原
油
の
90
％
超
を

中
東
に
依
存
す
る
。
足
元
で
は
供
給
不
足
の
回
避
に
全
力
を
あ
げ
る

と
し
て
も
、
市
場
の
正
常
化
に
は
年
単
位
の
時
間
が
か
か
る
だ
け
に
、

長
期
を
に
ら
ん
だ
エ
ネ
ル
ギ
ー
戦
略
の
再
考
が
不
可
避
だ
。

日
本
政
府
が
２
０
２
５
年
２
月
に
閣
議
決
定
し
た
第
７
次
エ
ネ
ル

ギ
ー
基
本
計
画
は
、
２
０
４
０
年
度
に
再
エ
ネ
と
原
子
力
発
電
を
合

わ
せ
た
脱
炭
素
電
源
で
電
力
供
給
の
６
～
７
割
を
賄
う
方
針
を
掲
げ

た
。
温
室
効
果
ガ
ス
削
減
の
国
際
公
約
を
実
現
す
る
た
め
の
条
件
だ

が
、
再
エ
ネ
も
原
子
力
発
電
も
目
標
実
現
の
ハ
ー
ド
ル
は
高
い
。

第
７
次
計
画
は
脱
炭
素
電
源
が
計
画
ど
お
り
増
え
な
い
場
合
に
、
火

力
で
供
給
を
補
う
シ
ナ
リ
オ
が
ひ
っ
そ
り
書
き
込
ま
れ
て
い
る
。「
技
術

進
展
」シ
ナ
リ
オ
と
呼
ぶ
見
通
し
で
は
、
火
力
発
電
の
比
率
は
全
体
の

45
％
へ
と
高
ま
り
、
２
０
４
０
年
度
の
Ｌ
Ｎ
Ｇ
輸
入
は
２
０
２
３
年
度

比
で
２
０
０
０
万
ｔ
増
の
７
４
０
０
万
ｔ
に
増
え
る【
図
５
】。

日
本
は
１
９
７
３
年
の
経
験
を
生
か
せ

日
本
は
１
９
７
３
年
の
経
験
を
生
か
せ
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松ま
つ

尾お 

博ひ
ろ

文ふ
み

日
本
経
済
新
聞
社 

特
別
編
集
委
員

東
京
外
国
語
大
学
ア
ラ
ビ
ア
語
学
科
卒
、
日
本
経
済
新
聞
社
入
社
。

エ
ネ
ル
ギ
ー
問
題
、
イ
ン
フ
ラ
輸
出
、
中
東
・
ア
フ
リ
カ
情
勢
な
ど
を
担
当
す
る
。
エ
ネ
ル
ギ
ー
、

機
械
・
プ
ラ
ン
ト
、
商
社
な
ど
の
業
界
や
経
済
産
業
省
、
外
務
省
を
取
材
。
そ
の
間
、
イ
ラ
ン
、

エ
ジ
プ
ト
、
ア
ラ
ブ
首
長
国
連
邦
に
駐
在
し
、
中
東
の
動
乱
や
産
油
国
の
石
油
戦
略
を
取
材
し
た
。

上
級
論
説
委
員
や
コ
メ
ン
テ
ー
タ
ー
を
経
て
、
２
０
２
６
年
４
月
か
ら
特
別
編
集
委
員
。

和
歌
山
大
学
経
済
学
部
客
員
教
授
。

近
著
に「『
石
油
』の
終
わ
り
～
エ
ネ
ル
ギ
ー
大
転
換
」（
日
本
経
済
新
聞
出
版
、
エ
ネ
ル
ギ
ー

フ
ォ
ー
ラ
ム
賞
優
秀
賞
）、「
ビ
ジ
ュ
ア
ル
解
説 

み
ん
な
で
考
え
る
脱
炭
素
社
会
」（
日
本
経
済
新
聞

出
版
）。

日本は1973年の第一次石油危機を受けて全方位の対策に取り組んだ

出典：公開情報をもとに筆者作成

対　策

脱石油

脱中東

中東との関係強化

石油代替技術

石油備蓄制度

省エネルギー

天然ガス、原子力発電の導入促進

ロシア（ソ連）や南米などへの原油調達先分散

重層的な外交・経済関係の構築

国家備蓄、民間備蓄など合計200日分以上を備蓄

省エネルギー法を制定、世界屈指の効率改善を実現

内　容

石油代替エネルギーの開発促進。サンシャイン計画など
国家プロジェクトを推進

【図6】

エ
ネ
ル
ギ
ー
の
最
適
組
み
合
わ
せ
を
考
え
れ
ば
、
も
と
も
と
火
力

は
捨
て
ら
れ
な
い
。
た
だ
し
、
軍
事
衝
突
で
あ
ら
わ
に
な
っ
た
不
安

定
な
地
政
学
リ
ス
ク
の
下
で
の
原
油
や
Ｌ
Ｎ
Ｇ
の
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン

を
考
え
る
と
、
Ｌ
Ｎ
Ｇ
を
増
や
す
こ
と
の
難
し
さ
も
増
す
。
安
定
供

給
の
観
点
か
ら
は
、
石
炭
火
力
の
供
給
力
を
ど
う
維
持
し
て
い
く
の

か
か
ら
も
目
を
背
け
る
べ
き
で
は
な
い
。

一
方
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
危
機
と
市
場
の
変
化
は
飛
躍
へ
の
踏
み
台
に
も

な
る
。
１
９
７
３
年
の
第
一
次
石
油
危
機
後
の
取
り
組
み
は
そ
の
後
の

日
本
の
強
さ
を
生
む
き
っ
か
け
に
な
っ
た
。

脱
石
油
や
脱
中
東
の
方
針
は
天
然
ガ
ス
や
原
子
力
発
電
の
導
入
に

つ
な
が
っ
た
。「
サ
ン
シ
ャ
イ
ン
計
画
」や「
ム
ー
ン
ラ
イ
ト
計
画
」な
ど
、

国
主
導
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
関
連
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
１
９
９
０
年
代
か
ら

２
０
０
０
年
代
に
か
け
て
太
陽
光
発
電
パ
ネ
ル
で
日
本
企
業
が
圧
倒

的
な
シ
ェ
ア
を
確
保
す
る
土
台
に
な
っ
た
。

石
油
備
蓄
は
危
機
へ
の
耐
性
を
高
め
、
そ
の
後
、
サ
ウ
ジ
ア
ラ
ビ

ア
や
Ｕ
Ａ
Ｅ
な
ど
中
東
産
油
国
と
の
共
同
備
蓄
や
備
蓄
の
対
象
が
液

化
石
油
ガ
ス（
L
P
G
）ま
で
広
が
っ
た
。
石
油
危
機
を
き
っ
か
け
に
注

力
し
た
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
や
効
率
改
善
は
日
本
の
製
造
業
が
国
際
市
場

で
高
い
競
争
力
を
持
つ
原
動
力
に
な
っ
た
。

日
本
は
イ
ラ
ン
軍
事
衝
突
に
伴
う
エ
ネ
ル
ギ
ー
危
機
を
エ
ネ
ル

ギ
ー
需
給
構
造
を
変
え
、
競
争
力
を
高
め
る
契
機
に
す
べ
き
だ
。
そ

の
た
め
に
は
１
９
７
３
年
の
と
き
の
よ
う
な
包
括
的
な
国
家
戦
略
が

必
要
だ【
図
６
】。

そ
の
た
め
に
は
ま
ず
、
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
力
を
高
め
る
産
官
学
の

集
中
的
な
取
り
組
み
が
必
要
だ
。
日
本
製
の
太
陽
光
発
電
パ
ネ
ル
は

世
界
市
場
を
席
巻
し
た
後
、
２
０
０
０
年
代
に
入
る
と
中
国
や
韓
国

企
業
の
台
頭
に
よ
り
失
速
し
た
。
今
で
は
中
国
企
業
が
８
割
の
市
場

を
押
さ
え
、
日
本
企
業
は
見
る
影
も
な
い
。

太
陽
光
パ
ネ
ル
に
と
ど
ま
ら
な
い
。
半
導
体
や
Ｄ
Ｖ
Ｄ
、
カ
ー
ナ
ビ

ゲ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
、
日
本
は
新
市
場
を
つ
く
り
出
す
技
術
開
発
で
先
行

し
て
も
、
活
用
が
広
が
り
社
会
に
定
着
す
る
段
階
に
な
る
と
圧
倒
的
な

コ
ス
ト
競
争
力
を
持
つ
中
国
勢
な
ど
に
市
場
を
奪
わ
れ
て
き
た
。

折
り
曲
げ
る
こ
と
の
で
き
る
太
陽
光
パ
ネ
ル「
ペ
ロ
ブ
ス
カ
イ
ト
」は

日
本
生
ま
れ
の
技
術
だ
。
Ｅ
Ｖ
の
走
行
距
離
を
伸
ば
す
全
固
体
電
池

な
ど
日
本
が
優
位
に
あ
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
新
技
術
も
少
な
く
な
い
。
こ

れ
ら
の
社
会
実
装
で
先
行
す
る
だ
け
で
な
く
、
そ
の
後
に
市
場
を
奪

わ
れ
な
い
た
め
の
戦
略
が
欠
か
せ
な
い
。
技
術
を
生
み
出
す
大
学
や

企
業
の
研
究
部
門
と
、
市
場
の
間
の「
死
の
谷
」を
克
服
す
る「
負
け
な

い
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
」が
重
要
と
な
る
。

さ
ら
に
１
９
７
３
年
の
経
験
を
ア
ジ
ア
の
国
々
と
共
有
し
、
広
域
で

の
エ
ネ
ル
ギ
ー
安
保
の
強
化
に
つ
な
げ
る
必
要
が
あ
る
。
高
市
政
権
が

打
ち
出
し
た「
ア
ジ
ア
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
・
資
源
供
給
力
強
靱
化
パ
ー
ト

ナ
ー
シ
ッ
プ（
パ
ワ
ー
ア
ジ
ア
）」は
そ
の
有
効
な
手
段
と
な
る
は
ず
だ
。

忘
れ
て
な
ら
な
い
の
は
、
日
本
は
石
油
危
機
の
教
訓
と
し
て
、
脱

石
油
、
脱
中
東
だ
け
で
な
く
、
中
東
と
の
関
係
づ
く
り
を
強
力
に
推

し
進
め
た
こ
と
だ
。

国
の
発
展
と
社
会
課
題
の
解
決
を
求
め
る
中
東
諸
国
に
対
し
、
エ

ネ
ル
ギ
ー
や
社
会
イ
ン
フ
ラ
の
整
備
、
そ
の
た
め
の
人
材
育
成
な
ど
に

貢
献
し
、
経
済
成
長
を
後
押
し
し
た
。
た
と
え
ば
カ
タ
ー
ル
は
Ｌ
Ｎ

Ｇ
生
産
の
世
界
３
強
の
一
角
だ
が
、
Ｌ
Ｎ
Ｇ
生
産
国
と
し
て
の
歩
み
に

は
日
本
企
業
が
深
く
関
与
し
て
い
る
。

中
部
電
力
は
１
９
９
６
年
、
カ
タ
ー
ル
か
ら
の
最
初
の
Ｌ
Ｎ
Ｇ
の

購
入
者
と
な
り
、
生
産
基
地
で
あ
る
ラ
ス
ラ
フ
ァ
ン
工
業
団
地
に
あ

る
14
系
列
の
生
産
設
備（
ト
レ
イ
ン
）の
う
ち
、
12
系
列
は
千
代
田
化

工
建
設
が
建
設
し
た
。

イ
ラ
ン
を
含
め
、
ペ
ル
シ
ャ
湾
岸
の
い
た
る
と
こ
ろ
に
、
こ
う
し
た

日
本
が
残
し
た
足
跡
が
残
る
。
中
東
の
圧
倒
的
な
資
源
量
と
競
争
力

を
考
え
る
と
、
中
東
抜
き
で
世
界
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
供
給
は
成
り
立
た

な
い
。
軍
事
衝
突
後
の
秩
序
再
構
築
と
、
経
済
再
建
に
日
本
が
積
極

的
に
関
与
す
る
こ
と
が
、
地
域
安
定
と
日
本
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
供
給
の

安
定
に
寄
与
す
る
は
ず
だ
。


